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梁

激

浪

の

村

治

論
菊

太

良E

国

事
費
は
長
期
建
設
の
段
階
忙
入
っ
た
と
綿
せ
ら
れ
る
が
、
己

心
建
設
計
書
に
於
い
て
、
農
村
が
大
在
る
比
重
を
占
め
る
支
那

特
に
北
支
に
闘
し
で
は
、
農
村
白
復
興
乃
至
建
設
が
基
礎
的
な

重
要
性
を
持
つ
。
乙
れ
は
今
夏
云
ム
ま
で
も
た
〈
自
明
白
事
柄

白
ゃ
う
で
あ
る
が
、
現
主
農
村
の
治
安
並
に
経
済
的
復
興
の
完

金
た
ら
ぎ
る
と
と
が
、
都
市
並
に
徴
道
泊
線
白
経
済
を
如
何
に

時
形
に

L
、
新
秩
序
の
形
成
並
に
経
済
建
設
を
如
何
に
阻
害
し

っ
、
あ
る
か
、
蒋
系
軍
並
に
雑
軍
白
粛
清
さ
れ
た
跡
が
如
何
に

共
産
第
白
地
盤
化
L
q
h
あ
る
か
を
見
る
と
き
、
特
に
痛
切
に

感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

支
那
白
地
方
農
村
の
復
興
乃
至
建
設
工
作
の
第
一
着
手
が
軍

事
的
粛
清
た
る
己
と
、
新
日
比
曾
む
前
動
が
相
首
白
妓
某
を
由
帯
げ

て
ゐ
る
こ
と
は
、
既
に
周
知
白
如
く
で
あ
る
。
併
し
、
軍
事
的

梁
激
浜
町
村
治
論

府
精
を
何
時
ま
で
も
継
績
す
る
こ
と
は
始
ん
ど
不
可
能
で
あ
り

新
民
舎
の
荷
動
に
は
形
而
上
的
に
ま
た
形
而
下
的
に
今
少
し
く

具
悼
的
な
内
容
を
興
、
ふ
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
か
く
将
へ
来

る
と
、
農
村
の
復
興
を
、
過
去
何
千
年
か
そ
れ
に
よ
っ
て
存
続

し
一
切
来
た
、
農
村
自
慌
白
云
は
ピ
同
然
的
友
救
治
力
に
放
任
す

れ
ば
知
ら
や
、
何
ら
か
り
工
作
を
行
ふ
と
す
れ
ば
、
資
情
に
剖

し
た
具
髄
的
な
建
設
計
聾
む
樹
立
貫
行
と
、
か
h

る
計
費
の
某

礎
た
り
得
ぬ
ま
た
地
万
農
村
の
民
心
を
維
持
す
る
に
足
る
恩
想

を
確
立
す
る
己
と
が
、
何
よ
り
の
要
請
と
在
る
。
そ
し
て
、
農

村
に
闘
す
る
思
想
乃
至
己
れ
を
某
礎
と
す
る
建
設
計
叢
に
は
、

従
来
支
那
に
存
夜
し
な
い
新
し
い
も
の
を
典
へ
る
白
も
一
葉
だ

ら
う
が
、
近
時
の
支
那
に
存
在
し
、
既
に
若
干
の
放
果
を
皐
げ

将
来
に
つ
い
て
も
期
待
し
得
る
も
の
を
取
上
げ
育
成
ず
る
己
と

古ミ

一
屠
適
切
で
は
た
い
か
と
忠
は
れ
る
。
己
の
一
意
味
に
於
い

て
、
本
稿
で
は
梁
激
浜
O
村
治
論

E
考
察
白
封
象
と
し
た
。

近
時
白
支
那
に
於
い
て
農
村
の
復
興
、
或
は
、
農
村
に
は
興

隣
時
代
は
紅
か
っ
た
か
ら
と
云
っ
て
、
農
村
建
設
を
主
張
す
る

人
々
に
は
、
三
潮
流
が
匝
則
さ
れ
た
。
邸
ち
、
モ
白
一
は
、
都

第
五
十
二
審

第
四
抗

主五

O 

O 



梁
激
謀
の
村
治
論

市
を
中
心
と
す
る
商
工
業
主
振
興
し
、
モ
白
経
済
力
に
よ
っ
て

農
村
主
救
済
す
べ
し
と
す
る
も
白
で
、
央
景
超
を
始
め
、
雑
誌

「
都
立
評
論
」
に
譲
る
人
々
、
他
は
、
先
づ
農
村
白
建
設
を
行
ふ

ぺ
く
、
と
れ
を
基
礎
と
し
て
と
そ
商
工
業
白
議
連
を
も
期
待
し

得
る
と
す
る
も
白
で
、

E

h
に
見
る
梁
激
浜
、
定
勝
に
平
民
数

育
促
進
舎
を
興
し
た
長
陽
初
、
無
錫
教
育
問
申
院
の
高
践
四
な
ど

が
こ
白
傾
向
を
代
表
し
た
。
と
の
内
前
白
立
場
は
差
蛍
っ
て
白

農
村
工
作
の
基
礎
と
は
在
り
得
十
、
支
那
経
済
全
般
に
針
す
る

意
見
と
見
倣
す
べ
き
も
白
で
あ
ら
う
。
突
に
、
後
白
農
村
建
設

を
主
張
す
る
A
々
白
中
で
、
梁
激
渓
及
ぴ
モ
白
系
統
が
如
何
た

る
地
位
を
占
め
る
か
と
見
る
忙
、
梁
は
民
闘
十
八
年
一
月
北
京

に
雑
誌
1
北
半
村
治
月
刊
」
を
創
刊
し
、
同
年
多
コ
阿
南
村
治

墜
院
」
を
創
建
、
農
村
建
設
忙
営
る
ぺ
苦
人
材
を
養
成
し
た
。

翌
年
十
月
故
あ
つ
で
之
を
停
併
し
、
二
十
年
山
東
省
政
府
主
席

韓
復
渠
に
招
か
れ
て
、
研
究
事
業
を
重
闘
す
る
意
味
か
ら
「
山

東
郷
村
建
設
研
究
院
」
と
命
名
さ
れ
た
機
闘
を
主
宰
し
、
そ
む

趣
旨
と
し
て
、
(
ご
支
那
吐
舎
が
現
在
切
賓
に
要
求
し
、
且
つ

有
し
得
べ
き
組
織
方
式
の
研
究
賓
験
、
(
二
)
惣
村
自
救
意
識
白

停
五
十
二
巷

第
四
韓

五
O 

O 
阿

砕
張
、
(
三
)
知
識
階
級
同
郷
運
動
の
唱
導
、
と
の
一
一
一
俸
を
掲
げ

本
院
所
在
地
た
る
都
半
、
八
刀
院
所
在
地
た
る
荷
津
の
二
勝
を
貫

験
燃
と
し
た
。
何
南
村
治
皐
院
に
曲
学
ん
だ
人
々
が
同
撃
舎
を
組

織
し
、
河
南
北
部
で
は
汲
服
、
南
部
で
は
鎮
卒
を
中
心
に
活
動

し
た
外
、
そ
れ
ん
¥
郷
里
に
蹄
っ
て
前
動
ず
る
人
々
が
相
常
あ

っ
ち
従
っ
て
、
農
村
建
設
を
主
張
す
る
人
々
む
組
織
す
る
郷

村
ヱ
作
討
論
舎
が
、
民
岡
二
十
三
年
十
月
定
牒
に
開
い
た
集
曾

に
於
け
る
出
席
者
百
五
十
徐
名
を
、
系
統
に
よ
っ
て
匝
別
す
る

と
き
、
平
民
教
育
促
進
曾
白
系
統
が
最
も
多
〈
て
=
一
十
四
人
、

次
は
梁
系
統
白
十
八
人
で
あ
っ
た
と
云
は
れ
、
大
膿
モ
の
地
位

を
窺
ひ
得
る
。

長
陽
初
・
李
景
漢
ら
の
定
燃
を
中
心
と
す
る
平
氏
教
育
促
進

合
白
活
動
が
、
詳
密
な
枇
合
調
査
白
結
果
を
公
表
し
て
ゐ
る
閥

係
も
あ
っ
て
、
成
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
に
封
し
、
梁
散
慢
の
思
想

並
に
活
動
は
、
殆
ん
ど
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
や
う
で
あ
る
。
併
し

四
洋
・
印
度
K
針
比
じ
て
の
支
那
文
化
の
根
本
的
友
解
燥
を
基

礎
と
し
、
貴
際
工
作
の
経
験
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
た
彼
む
所

論
に
は
相
官
尊
重
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
勿
論
、
時
掛
却
を
棟
慨

千家駒、中閥的岐路(評郷平郷村建設運動乗中国工業化問題)(千家駒銅、中
岡農村経済論文集、 p.37-39)。
梁撤謀、山東提時寸建設肝究院工作報告(提E村工作討論曾編、持1>村建設買職、第
一集、 p.31-)及11'山東郷村建設軒究院及郷平寅雄勝工作報告(岡、第二集、

2) 



し
て
自
殺
し
師
父
の
血
を
享
け
、
民
問
十
六
年
前
後
に
は
庚
東

で
政
治
的
に
活
動
し
、
ま
た
、
商
学
問
白
売
め
D
皐
問
を
本
旨
と

し
友
い
だ
け
に
、
理
論
的
に
相
首
の
問
題
を
甜
附
し
て
ゐ
る
が
、

支
那
の
丈
化
並
に
一
位
舎
に
針
す
弓
根
本
的
在
解
様
か
ら
出
費
し

て
ゐ
る
の
が
、
注
怠
す
べ
き
賭
と
忠
は
れ
る
。

川
県
淑
漢
は
云
ふ
。
支
那
人
及
び
そ
の
文
化
・
刷
舎
は
、
西
洋

人
及
び
そ
の
丈
化
・
枇
舎
と
は
甚
し
く
畑
違
し
て
ゐ
る
。
人
は

宇
誌
も
す
れ
ば
、
支
那
人
が
未
だ
同
洋
人
に
及
ば
左
い
と
云
ム

け
れ
ど
も
、
及
ば
な
い
の
で
左
く
、
相
違
し
て
ゐ
る
の
で
、
お

る
射
で
は
比
ば
な
い
所
か
、
既
に
遁
ぎ
て
一
段
後
の
段
階
に
入

っ
て
き
へ
ゐ
る
Q

ま
た
、
文
化
が
質
的
に
異
る
結
果
、
四
洋
の

影
響
が
な
か
っ
た
ら
、
支
那
に
は
何
時
忙
危
う
て
も
純
粋
在
物

理
開
宇
や
産
業
資
本
主
義
は
生
じ
な
か
っ
た
で
あ
ら
号
。

支
那
人
及
び
そ
の
文
化
・
枇
曾
は
、
か
く
向
洋
ム
一
旦
(
り
、
著

し
い
特
殊
性
を
有
す
る
た
め
、
従
来
の
車
問
で
は
そ
の
性
格
を

説
明
し
得
友
い
。
例
へ
ば
、
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
を
採
る
人
々
は
麗

ミ
「
ア
ジ
ヤ
的
生
産
株
式
L

及
び
「
東
洋
的
枇
舎
」
と
一
エ
ム
が

柴
滑
謀
白
村
治
論

そ
の
本
質
に
つ
い
て
定
論
は
見
ら
れ
十
、
支
郊
に
於
け
る
封
建

制
の
有
無
は
決
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
し
、
オ
ツ
ベ
ン
ハ
イ

7

1
の

如
き
は
、
そ
白
岡
山
北
論
に
於
い
て
、
支
那
の
岡
家
は
例
外
的
現

象
で
あ
る
と
て
説
明
し
ゃ
う
と
も
し
な
い
。
か
t
h

る
支
那
の
特

殊
性
白
内
、
最
も
患
者
在
二
例
だ
け
を
砲
事
げ
で
も
、
(
一
)
久
し

き
を
絞
て
捕
型
化
し
な
い
枇
品
目
止
、
停
滞
し
て
進
歩
し
な
い
文
化

及
び
、

一
一
)
人
生
に
殆
ん

E
宗
教
が
存
在
し
な
い
事
賓
が
あ

る
。
こ
り
特
殊
性
白
究
明
は
え
き
な
問
題
で
あ
り
、
自
分
も
己

れ
を
成
し
途
げ
た
と
白
負
は
し
左
い
が
、
「
来
西
文
化
及
北
ハ
哲

由
宇
」
中
に
謹
ぺ
た
失
の
岡
式
は
、
あ
る
程
度
役
立
つ
り
で
な
い

か
L
」
云
ふ
。

帥
ち
日
く
、
人
間
が
モ
の
生
活
中
に
遭
遇
す
る
問
題
、
及
ぴ

人
聞
が
と
の
問
題
に
劃
し
て
執
る
態
度
に
は
、
何
れ
も
三
種
類

を
分
ち
得
る
。
詳
言
す
れ
ば

第
一
白
問
題

人
の
「
物
」
に
劃
す
る
閥
係
に
基
く
問
題
。

障
碍
は
自
然
界
で
あ
る
か
ら
、
首
然
解
決
し
得
る
。

人
の
「
人
し
に
謝
す
る
闘
掃
に
基
〈
問
題
。

障
碍
は
他
人
白
心
で
あ
る
か
ら
、
解
決
し
得
る
や
否
や
は

第
二
の
問
題

第
五
十
二
巻

O 
s 

ま五

O 

第
川
親

p. 177~)o 
李紫刻、『郷村建設」運動的評憤(千家駒編、前掲、 p.58)。
郭潜洗著、紳谷正男氏曹、現代文部思想阜、 p.'L.07o 
梁棋謀、中闘民族自救運動之最後癒f昔、 p・43什.同、東国文化及其哲串、 P

〉
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)
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強
撤
裸
白
村
治
論

各
人
の
態
度
に
よ
る
。

第
三
の
問
題

人
の
「
自
己
L

に
対
す
る
闘
係
に
基
く
問
題
。

障
碍
は
自
己
の
生
命
自
開
で
あ
る
か
ら
、
浬
果
に
入
ら
ね

ば
到
底
解
決
し
在
い
。

第
一
の
態
度

客
槻
的
た
境
地
を
改
造
し
、
満
足
聖
外
に
得

る
態
度
。

第
一
一
の
態
度

問
題
の
解
決
を
自
己
忙
求
め
、
我
が
針
者
と

調
和
融
合
す
る
か
彼
我
の
関
係
を
超
越
す
る
か
、
要
す
る

に
主
視
を
時
間
携
し
て
、
内
に
満
足
を
得
ん
と
す
る
態
度
。

第
三
の
態
度
問
題
白
消
械
を
そ
白
解
決
と
見
、
浬
紫
に
入

ら
ね
ば
満
足
は
得
ら
れ
む
と
す
る
態
度
。

乙
れ
ら
問
題
と
と
れ
に
針
す
る
態
度
と
に
は
種
々
の
組
合
せ

を
考
へ
得
る
が
、
第
一
白
問
題
と
第
一
心
態
度
と
云
ム
風
に
結

合
す
る
の
が
自
然
の
順
序
で
あ
る
。
そ
し
て
、
西
洋
文
化
が
第

一
の
態
度
、
印
度
丈
化
が
第
三
一
態
度
白
所
査
で
あ
る
に
封
し
、

支
那
文
化
は
第
二
の
熊
民
主
基
礎
と
し
、
モ
白
特
殊
性
、
特
に

前
遁
一
一
大
特
徴
白
如
き
も
、
そ
の
結
果
に
外
在
ら
由
と
し
て
、

次
D
如
〈
説
明
す
る
。

第
五
十
二
巻

第
四
都

O 
プZ

h
O凹

宗
教
が
要
求
さ
れ
る
白
は
、
人
が
自
ら
侍
ま
宇
、
外
に
頼
ら

う
と
す
る
矯
で
あ
る
が
、
支
那
で
は
夙
く
孔
干
の
敦
化
が
行
は

れ
、
そ
白
倫
理
に
闘
す
る
教
読
が
岡
市
棋
・
一
枇
曾
を
規
律
し
、
閥

民
の
殆
ん

E
線
べ
て
が
前
述
第
一
一
の
態
度
を
執
る
た
め
に
、
宗

教
白
必
要
が
生
じ
な
か
っ
た
。
天
子
よ
り
庶
人
に
至
宝
で
、
修

身
を
最
緊
要
事
と
し
、
反
省
し
、
筒
制
し
、
策
勉
し
、
交
謹
安

協
以
て
事
を
蕗
現
す
る
な
ら
ば
、
同
友
ル
至
政
府
さ
へ
不
必
要

と
さ
れ
た
ロ

か
や
う
に
個
人
U
修
養
努
力
が
最
も
重
要
た
事
柄
と
さ
れ
た

か
ら
、
特
槙
を
打
破
す
る
た
め
白
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
も
必
要

で
在
か
っ
た
。
治
者
た
る
官
僚
は
、
民
間
か
ら
自
己
D
才
能
努

力
に
よ
っ
て
そ
り
地
位
に
上
り
、
罷
め
ら
れ
れ
ば
蹄
同
ず
る
。

農
業
・
工
業
・
商
業
に
従
事
す
る
普
通
人
も
、
努
力
攻
第
で
比

較
的
容
易
に
産
を
な
し
得
る
と
同
時
に
、
情
勢
の
時
型
化
或
は
遺

産
の
均
分
制
に
上
っ
て
、

来
積
さ
れ
た

E
富
も
直
ち
に
分
散

し
、
同
定
し
た
特
権
階
級
友
る
も
の
は
成
立
し
得
な
か
っ
た
か

43 ff， 

ら
で
あ
る
。

更
に
、
外
物
の
研
究
利
用
主
重
嗣
せ
十
、
知
足
互
譲
を
宵
と



す
る
段
階
に
早
〈
移
っ
た
か
ら
、
商
業
・
商
人
・
商
業
資
本
は

あ
っ
て
も
、
産
業
革
命
及
び
産
業
資
本
下
一
義
は
自
礎
的
に
生
ビ

得
泣
か
っ
た
。
自
然
科
皐
並
に
技
術
的
知
識
が
幼
稚
で
あ
り
、

飽
く
ま
で
利
潤
を
遁
求
す
る
己
と
は
行
は
れ
た
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。か

く
の
如
〈
支
那
む
交
化
・
枇
舎
は
岡
洋
白
そ
れ
と
は
異
る

も
白
で
あ
る
に
拘
ら
下
、
支
那
を
後
進
闘
と
見
、
王
道
仁
義
の

風
と
は
相
容
れ
な
い
覇
道
功
利
の
方
途
に
出
で
た
鴻
に
、
利
が

未
だ
現
は
れ
な
い
た
に
、
同
有
の
農
業
は
破
壊
さ
れ
、
民
生
は

窮
迫
す
る
し
、
武
力
は
他
や
一
寄
せ
や
却
っ
て
向
ら
を
者
し
、
現

庄
の
窮
に
し
て
目
つ
飢
な
る
情
勢
を
誘
致
し
た
。
そ
の
教
済
は

所
謂
近
代
岡
山
武
の
朝
道
功
利
白
人
速
に
求
め
得
た
い
と
同
時
に
、

ソ
ピ
ヱ
ヴ
ト
に
倣
ふ
共
産
主
義
に
も
期
し
得
た
い
止
し
で
、
究

白
や
う
に
云
ふ
。

マ
ル
ク
シ
ズ
ム
で
は
、
唯
物
史
観
に
よ
り
生
産
力
が
溌
展
し

て
「
粧
品
閏
革
命
が
生
中
る
と
云
ふ
が
、
支
郊
で
は
生
産
方
法
が
進

歩
せ
十
、
生
産
関
係
が
展
開
せ
十
、
千
年
前
も
現
ホ
も
殆
ん
戸
一

誕
歎
浜
田
村
治
論

持
盟
ら
在
い
の
で
止
る
か
ら
、
唯
物
史
観
を
諮
問
し
難
く
、
殊
に

前
活
白
如
き
特
徴
を
持
つ
支
那
吐
舎
で
は
、
法
律
・
政
治
そ
の

他
精
神
的
生
活
温
程
が
経
済
闘
係
を
某
礎
'
と
す
る
上
部
構
造
と

は
云
ひ
維
い
。
従
う
て
、
共
産
主
義
賓
行
の
具
模
的
客
観
的
た

根
操
は
存
在
し
友
い
。

換
吉
す
れ
ば
、
支
那
は
欧
洲
中
世
の
や
う
な
封
建
枇
曾
で
も

な
け
れ
ば
、
近
肘
の
や
う
友
資
本
主
義
枇
舎
で
も
芯
い
か
ら

生
産
手
段
を
所
有
す
る
資
本
家
階
級
と
持
働
力
の
賢
却
に
よ
っ

て
の
み
生
析
す
る
弁
働
者
階
級
と
に
品
偶
然
分
れ
て
居
ら
や
、
従

っ
て
、
職
業
一
舵
曾
で
は
あ
っ
て
も
、
階
級
世
曾
で
は
友
い
。

具
酬
間
的
に
云
ふ
怠
ら
ば
、
先
づ
支
那
に
於
い
て
は
近
代
産
業

に
属
す
る
工
人
は
甚
だ
少
く
、
農
民
や
苦
力
よ
り
上
級
に
位
す

る
と
考
へ
ら
れ
て
居
る
し
、
手
工
業
者
は
生
産
手
段
を
有
ナ
る

上
に
、
そ
の
組
織
す
る
行
舎
は
他
白
峨
業
に
封
し
て
の
利
袋
擁

護
機
関
で
あ
る
。
か
く
し
て
工
人
・
手
工
業
者
共
に
他
峨
業
の

そ
れ
に
対
立
す
る
の
み
で
な
く
、
内
部
に
は
地
方
主
義
が
有
力

で
、
鹿
山
の
暢
夫
に
す
ら
九
江
帯
と
黄
州
需
と
が
桔
抗
し
て
ゐ

る
伎
で
あ
る
か
ら
、
統
一
的
な
戦
線
は
成
立
し
な
い
。

事
五
十
二
巻

第
四
競

五

o
i

。
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梁
淑
浜
由
村
治
論

次
に
農
民
に
ば
、
大
小
の
地
主
、
相
営
大
規
模
の
自
作
農
か

ら
半
自
作
農
・
伺
農
・
腫
農
と
、
各
種
の
も
の
が
あ
り
、
そ
白

設
化
が
激
し
く
て
、
諺
に
も
「
十
年
高
下
一
般
向
、

一
地
千
年

百
易
主
L

と
云
は
れ
る
上
に
、
見
聞
狭
く
、
僻
統
的
た
観
念
及

ぴ
期
間
憤
が
強
力
に
、
消
械
的
注
目
ω
耐
力
が
大
き
い
か
ら
、
世
品
目

革
命
な
ど
と
一
E
へ
ば
咋
驚
〈
許
り
で
あ
ら
う
。

そ
己
で
革
命
を
主
張
す
る
人
々
は
、
被
膝
泊
階
級
と
よ
く
云

ふ
が
、
限
迫
階
級
も
軍
閥
・
官
僚
・
七
十
一
表
・
劣
紳
か
ら
一
警
官

に
至
る
ま
で
、
そ
り
地
位
を
犬
へ
ば
直
ち
に
被
鹿
市
世
階
級
に
締

落
す
る
し
‘
し
聞
は
一
一
様
白
煙
迫
階
級
で
あ
る
が
、
そ
の
出
身

は
被
座
泊
民
衆
で
あ
る
。
故
に
、
共
産

E
義
に
よ
る
革
命
白
確

同
た
る
基
礎
は
存
在
し
た
い
。

次
に
、
革
命
の
劃
象
が
明
瞭
で
な
い
。

を
斤
け
ゃ
う
と
す
れ
ば
、
他
図
白
進
出
を
招
〈
し
、
閥
内
的
な

一
外
闘
の
帝
国
主
義

針
象
は
軍
閥
・
貧
富
汚
吏
・
土
豪
劣
紳
在

E
「
封
建
勢
力
」
特

に
軍
閥
で
あ
ら
う
が
、
軍
閥
は
枇
舎
白
根
本
秩
序
と
云
へ
や
、

富
丁
ろ
奮
秩
序
が
壊
れ
新
秩
序
が
生
じ
な
い
過
渡
期
の
一
所
産
で
あ

り
、
ま
た
、
軍
閥
を
打
倒
す
る
た
め
、
新
軍
閥
を
呼
入
れ
る
こ

第
五

I
二
巻

五

O
六

第
国
説

O 
ハ也

ー
と
に
終
ら
う
。

明
論
的
に
云
つ
で
も
、
孫
文
の
三
民
主
義
は
古
今
中
外
の
諸

主
義
主
集
大
成
し
た
と
云
は
れ
る
だ
け
に
、
民
権
主
義
・
民
生

主
義
の
内
本
が
極
め
て
雑
駁
で
あ
り
、
共
産
主
義
は
支
那
本
来

の
生
活
に
地
盤
を
持
た
血
外
来
思
想
た
る
結
川
市
、
支
郊
の
岡
氏

窯
ほ

E
黛
内
に
思
想
的
紛
糾
が
頻
裂
し
、
同
共
闘
係
ほ

E
離
合

集
散
の
時
同
盟
す
る
例
は
な
い
。

か
〈
し
て
、
共
産
主
義
に
よ
る
支
那
農
村
の
復
興
乃
主
救
済

は
到
底
期
待
す
る
を
得
十
、
支
那
の
丈
化
・
枇
舎
の
特
性
に
基

礎
を
世
く
工
作
が
要
望
さ
れ
る
と
云
ふ
。

四

支
那
白
枇
舎
に
於
い
て
農
村
が
大
怠
る
比
璽
を
市
め
農
村
を

復
興
乃
至
建
設
す
る
と
と
が
急
務
で
あ
る
と
し
て
、
梁
欺
浜
は

す上
る i墓
古h 白
。!如

き
B1 也、
怨
自六J
背
日

>i" 
か
ら

ftll 
fllJ 
な
る
曲
註ζ

村
昔、i
策
を
提
1IJj， el 

梁
は
一
千
つ
支
邪
農
村
が
文
化
的
に
政
治
的
に
、
更
に
は
ま

た
粧
桝
的
に
回
世
迫
搾
取
さ
れ
亡
ゐ
る
が
、
知
識
階
級
が
農
村
を

拾
て
都
合
に
奔
る
己
L
」
に
よ
っ
て
、
農
村
は
愈
ミ
頑
同
盟
昧
を

山東郷村建設僻究院旨趣及酔怯概要(中間民族自救運動之最後強悟、 p.207 
仔)
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加
へ
、
愈
と
一
般
に
理
解
さ
れ
宇
、
任
意
さ
れ
在
〈
在
り
、
政

治
的
脹
迫
及
び
粧
神
的
搾
恥
が
民
に
能
し
雪
を
加
へ
る
。
か
ぐ

川
相
・
一
貫
・
患
は
互
に
他
を
英
一
し
か
ら

L
め
る
が
、
都
市
に
持
つ

た
知
識
階
級
自
身
も
就
峨
難
に
愉
士
さ
れ
る
。
然
る
に
、
知
識

階
級
が
農
村
に
蹄
る
な
ち
ば
、
そ
れ
だ
け
で
、
既
に
、
農
村
に

知
識
を
粛
し
、
云
は
ピ
そ
の
耳
目
と
た
っ
て
愚
昧
を
将
骨
、
農

村
の
賓
情
を
肘
に
理
解
せ
し
め
る
口
古
た
り
得
る
の
で
あ
り
、

史
に
、
建
設
計
叢
の
樹
立
賓
行
に
参
剖
す
る
と
す
れ
ば
、
脳
髄

の
機
能
を
も
持
む
こ
と
に
た
り
、
そ
の
放
同
市
は
絶
大
で
あ
る
。

知
識
階
級
の
悶
郷
に
よ
っ
て
砕
荷
目
さ
れ
た
農
村
に
於
い
て
は

如
何
な
る
建
設
工
作

E
行
ム
ペ
き
か
。
建
設
す
ぺ
昔
事
項
は
多

教
に
亙
る
が
、
経
済
、
政
治
、
教
育
或
は
文
化
白
二
一
方
闘
に
大

別
さ
れ
る
。
側
世
情
建
設
工
作
は
、
林
業
・
養
議
・
牧
畜
・
農
産

加
工
等
を
も
含
む
成
義
の
農
業
生
産
の
振
興
を
目
棋
と
し
、
そ

の
手
段
と
し
て
各
種
目
合
作
、
村
山
常
に
よ
る
べ
き
も
の
と
し
、

政
治
的
建
設
工
作
は
、
買
の
地
方
自
治
の
完
成
を
目
ざ
し
、
毅

育
乃
至
文
化
方
出
で
は
、
先
づ
一
般
民
衆
の
知
能
を
砕
裂
す
ぺ

苦
民
衆
教
育
よ
り
靖
手
し
、
次
に
小
事
毅
育
に
及
ぼ
す
べ
く
、

梁
機
慢
の
村
拍
論

こ
れ
ら
一
二
万
両
の
建
設
工
作
は
、
相
互
に
密
接
在
闘
係
が
あ
っ

て
、
ど
れ
か
ら
で
も
使
宜
着
手
す
れ
ば
よ
い
と
云
ふ
。

と
の
建
設
に
作
要
綱
は
、
定
燃
の
そ
れ
と
大
同
小
異
で
あ
る

が
、
主
那
白
文
化
・
枇
舎
の
基
礎
的
特
徴
が
人
針
人
の
閥
係
の

訓
筒
に
あ
り
と
す
る
立
場
か
ら
、
経
済
工
作
に
合
作
、
政
治
工

作
忙
自
治
と
云
ひ
、
何
れ
も
人
針
人
の
閥
係
を
重
刷
す
る
の
が

特
徴
で
あ
り
、
殊
に
あ
ら
ゆ
る
辿
設
E
作
の
基
礎
は
、
前
漣
知

識
階
級
D
同
郷
に
よ
り
、
農
村
に
問
俗
を
興
す
こ
と
に
あ
り
と

し
ず
一
、
次
の
如
く
去
ふ
。
日
く
、
開
俗
白
郷
村
建
設
に
針
す
る

意
義
は
五
震
で
、
不
良
の
習
併
を
除
去
せ
ね
ば
建
設
を
阻
害
す

る
し
、
上
い
習
俗
が
成
立
せ
ね
ば
建
設
を
推
進
し
得
た
い
。
ん
口

作
と
云
ひ
、
自
治
と
一
去
っ
て
も
、
従
前
の
疏
離
散
漫
在
枇
曾
で

は
駄
目
で
、
人
と
人
と
の
聞
係
主
調
整
せ
ね
ば
在
ら
ね
の
そ
し

て
、
そ
D
た
め
に
は
遣
を
要
す
る
が
、
と
の
道
は
法
律
で
は
な

〈
て
、
純
俗
た
る
べ
く
、
月
氏
郷
約
モ
白
他
が
参
考
に
友
ら
う
。

荒
し
、
法
律
は
西
洋
に
、
ま
た
都
市
に
は
行
は
れ
や
う
が
、
支

い那
か農
ら村
との
08)郷
賞

の
聞
に
l;i 
行
は:
れ
十

ま
た
行
よB
F ミ

ヨ体
q 

4 
、ー

は
な

第
五
十
二
巻

宜

C
七

第
四
競

。
九

山予報調1村建設肝究院旨趣及酔法概接(前掲、 p.215)。8) 



最
激
誤
白
材
情
論

ま
た
一
五
ふ
。
文
加
は
元
来
岡
山
車
た
ら
ざ
る
岡
山
事
で
あ
り
、
政

治
友
き
を
政
治
の
理
想
と
す
る
か
ら
、
農
村
建
設
も
、
職
俗
を

興
す
こ
と
を
始
め
、
す
べ
て
門
的
的
に
自
然
に
賢
一
現
せ
し
む
べ

態き
ょで
くあ
越る
り。

や上
う由通

とら
す命
る令
古道 苫

られ

ーめ是
主支
に
L士

農
1~ 
は
疑
帆
し

五

上
来
述
ぺ
来
っ
た
梁
激
旧
民
自
根
本
思
想
及
び
建
設
方
策
に
針

し
て
は
、
単
に
反
動
的
で
あ
る
と
隠
す
人
々
を
暫
く
問
題
外
と

し
で
も
、
相
営
隼
震
す
ぺ
雪
批
詐
が
あ
る
。
例
へ
ば
、
既
掲
の

千
家
駒
は

(
一
)
梁
は
農
村
或
は
義
氏
と
一
口
に
一
五
ム
が
、
土
地
介
配
の

不
均
等
の
結
果
、
農
民
に
は
著
し
い
階
級
分
化
が
あ
り
、

各
階
級
の
利
害
は
一
致
し
な
い
。

(
一
一
)
合
作
・
自
治
・
教
育
何
れ
白
組
織
も
、
所
謂
土
豪
劣
紳

に
掌
握
さ
れ
、
何
ら
農
村
の
改
韮
リ
に
資
せ
や
、
草
に
悦
成

勢
力
雄
護
の
手
段
た
る
に
過
ぎ
た
い
で
あ
ら
う
。

(
一
一
一
)
問
俗
を
興
す
一
千
々
は
、
民
は
山
ら
し
む
べ
〈
知
ら
し
む

べ
か
ら
中
流
の
陳
ι
一
?
と
鑓
ら
血
。

第
五
十
二
巻⑩

 

在
ど
と
一
式
つ
で
ゐ
る
。
更
に
、
根
本
的
に
は
人
生
に
閥
寸
る
一
一
一

五

O
八

第
四
抵

O 

問
題
、
と
れ
に
劃
す
る
一
一
一
態
度
白
区
別
、
或
は
農
村
建
設
を
関

民
解
消
費
展
の
基
礎
と
寸
る
見
解
な

E
も
吟
味
を
要
し
、
軒
々

に
は
首
古
さ
わ
得
な
い
。

併
し
、
農
村
自
憶
に
劃
す
る
針
策
と
し
て
は
、
支
那
の
丈
化

枇
舎
に
封
す
る
線
木
的
在
理
解
と
、
農
村
の
賓
情
に
即
し
た
視

察
?
と
を
基
礎
と
し
、
か
な
り
の
安
首
伯
を
持
つ
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
農
村
内
部
の
階
級
分
化
に
限
を
蔽
ふ
の
は
、
快
黙
と
も

一
五
へ
る
け
れ

E
も
、
支
那
農
村
は
こ
の
矛
盾
を
厳
し
在
が
ら
、

批
界
に
も
頬
白
少
左
い
組
織
力
と
生
活
力
と
を
保
持
し
て
来
た

の
?
あ
る
か
ら
、
営
分
と
れ
に
は
蝿
れ
十
、
村
落
内
部
の
同
然

的
在
落
着
に
任
せ
て
上
い
の
で
な
い
か
。
梁
散
俣
の
思
想
放
に

農
村
建
設
方
策
を
概
略
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。

北1辞所見和時イ巾闘i走族自救運動之最後畳晴、 p.288)。
千家駒、前掲(p・45ff.) 

9) 
z吋




